
海老名市ゼロカーボンシティ宣言 

近年、地球温暖化を起因とする気候変動の影響により、猛暑や集中豪雨等によ

る自然災害が激甚化・頻発化し、私たちの生活に深刻な影響を及ぼしています。 

２０１８年に公表されたＩＰＣＣ(気候変動に関する政府間パネル)の報告書

では、これらのリスクを低減するためには、２０５０年までに二酸化炭素の実質

排出量をゼロにして気温上昇を１．５℃に抑えることが必要である旨が示され

るとともに、本年４月に公表されたＩＰＣＣの報告書において、２０２５年まで

に世界全体の温室効果ガス排出量を減少させる必要性について言及されるなど、

地球温暖化の防止は世界共通の喫緊の課題となっています。 

我が国においては、２０２０年に「２０５０年カーボンニュートラル」が宣言

され、全国各地で脱炭素に向けた様々な取組みが進められています。 

自然と都市が共存する海老名市においても、市民一人ひとりが自分事として

自覚をもって行動し、恵まれた環境をより良い状態で将来の世代に引き継いで

いくことが重要です。 

これらを踏まえ、海老名市はＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）の理念のもとに、

市民や事業者、行政などあらゆる主体の協働による脱炭素に向けた取組みを加

速するため、２０５０年までに二酸化炭素排出量を実質的にゼロにする「海老名

市ゼロカーボンシティ」の実現を目指すことをここに宣言します。 
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